
第 86回 FM 桐生番組審議会 議事録  

 

1.開催年月日 2021年 1月 12日 火曜日 

2.開催場所  桐生ガスプラザ 3階会議室 

3.委員総数  8名 

出席委員数  6名 

出席委員の氏名 宝田恭之、森広一、飯野マリエ 、星野尚香 、中村昌也、小泉充 

欠席委員の氏名 岡野紀子、豊田れい子 

報道事業者側出席者名 坂田道信、天路ひとみ 

 

4.議題「聴取番組について委員からの意見と提案」 

 

5.議事の概要 

 開会 

 挨拶 

 資料配布物の確認・次第・前回議事録・次回試聴番組 CD「毎週火曜日ランチどきっ！」12 時台 

 【放送日時】毎週火曜日 12：00～13：59 

 

 報告事項 

 ・新型コロナウイルス対策及び影響について 

 ・年末年始スポンサーについて  

 ・4月改編について 

 

次回開催日程 2021 年 3月 16日（火） 

 

6.審議内容 

 ・放送日時：第 2週日曜日 20：00～ 

 ・番組名：「R-LAB/UNI Time まいまいちなちなのそのまんまラジオ」 

 ・出演者：鈴木舞南 長岡千夏（共愛学園前橋国際大学）ゲスト：クスリのウエノ 上野芳弘さん 

 ・番組の内容： 

  「前橋国際大学に通う大学生、まいまい・ちなちなの日常をそのまんまお伝えする番組です。 

  You Tubeチャンネル”まいちなの裏！”もスタート！2人の自由奔放な姿をラジオでもネットでも見ら 

  れます！おすすめ漢方情報もお届け！」 

 

 

 

 

 



 

聴取番組について、委員からの意見      

【委員】 

1.上野先生初登場の回で漢方の話のコーナーが良かったがそのあとの出演者二人のアニメの話が長く感じた。 

 上野先生のコーナーをもう少し長くてもよいのでは。 

2.電車の中の女子大生トークをラジオで聞いているように感じた。 

3.起承転結があるとより良いラジオになるのでは。緩急がない。 

4.何か作業しながら聞くなら耳障りではないのかもしれないが、1時間聞くのは耐えられなかった。 

5.公共の電波なのできちんとした言葉遣いで話して欲しい。 

6.後半が内輪ネタだけな感じ。構成は考えたほうが良い。 

7.時間を使って話をまとめるのは難しいのでこの番組はのびのびとしていて良いなと思った。 

8.前半は落ち着いて話していたので聞きやすかった。漢方や悩みの話。Q&Aもよかった。 

 後半は学生っぽく、ガールズトークで楽しそうだなと感じた。 

9.選曲はお互いお勧めを紹介していて面白いなと思った。 

10.漢方の話は大学の授業、アニメの話は休み時間のように感じた。 

  休み時間のようなトークは最初の 3分くらいで良い気がする。 

11.とても明るく、元気があって大学生らしい良い番組。大学とのコラボ企画は良い。 

12.全体的にテンポのよいトークのかけあいで聞きやすかった。 

13.ヴァンヘイレンの「ジャンプ」は個人的にも好きな曲で、番組内では新記録が出た時にかかる曲と説明し 

  ていたが、その光景を想像させる良い選曲だった。 

 

【回答】 

・大学生枠のラジオ番組で、今年度から始まった共愛学園に通う女子大生の番組。 

 「女子大生の日常をそのまんま伝えよう」という番組。 

 大学生らしい良いところは生かしつつ、ご意見も伝えてさらに良い番組にしたい。 

・明るい雰囲気の番組なので、月曜夕方の再放送等、聞く時間帯によっては耳障りではないのかもしれない。 

・出演者の一人は桐生のまち映画にも出ていて、地域のことにも積極的に参加している。 

 他の番組にも出演中で、そこで番組の構成についても学んでいる。 

・開始から数ヶ月経ったので、ラジオの感覚も身につき、内容も成長してきていると思う。 

 

【委員より提案事項について】 

・コロナ感染拡大防止で夜 8時までしかお店が空いていないのでラジオを聞いてもらうチャンスだと思う。 

・人と人とのつながりが減っているので地域のメディアを通してつながるというのも良いと思う。 

・コロナウィルス関連の番組はあるのか？テイクアウト情報などは流しているか。 

・コロナウィルス感染者が出た場合、「桐生市のどこ」など場所など情報は聞けないのか。 

・水曜夕方のワイド番組を聞いていたが、カミカミでテンポも悪い。何を言いたいのかちょっと分からない時が

あった。声は良いと思うのでなれてきたら聞きやすく良い番組になっていくのかもしれない。 

 



 

【回答】 

・コロナウィルス関連の番組は特にないが、小中学校再開メッセージなどを教育委員会の協力で 

 5 月頃放送した。他にも感染拡大防止の啓発 CM を流している。ステイホームで今までよりリスナーが増えて 

 いる実感がある。 

・オンライン会議システム zoomを活用して、遠隔地との中継や収録等を行うなど番組の幅も広がっている。 

・コロナウィルス関連の情報は県や市が発表したもののみで、情報の取り扱いは慎重に行っている。 

 感染者が出た場合の対応状況を公表した番組もある。テイクアウト情報は緊急事態宣言下では取り上げた。 

・水曜夕方のワイド番組担当は、4月に入った新人パーソナリティで、一人でオペもやっているので、まだ、 

 たどたどしさが残っている。その都度教育はしているので、今後の成長に期待していただきたい。 

 

7.審議機関の答申又は意見の概要の公表  

 公表の方法  事務所への備置き、自社ホームページ http://www.fmkiryu.jp/へ掲載  

 公表の内容  この書類と同様 

 公表年月日  送付日と同日 

 

8.その他参考事項 特になし 

 

 

 

http://www.fmkiryu.jp/

